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3,800mm を超え、デルタ地域では約 2,000mm 程度、中央乾燥地域では 1,000mm 以下である。
国際協力機構（2007）によると、中央乾燥地域は亜熱帯半乾燥地帯に位置し、面積は 8,900 平




年 に 29.1%、1962 年 に 32.1%、1975 年 に 36.5%、1985 年 に 48.2%、1990 年 に 48.5%、2000 年 に
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人口は 1,800 人（男性 719 人、女性 1,081 人）、415 世帯、平均家族人数は 4.3 人である。世帯主
の約 8 割は農業従事者で、土地（10 平方キロメートル）のうち約 6 割程度が農地であり、基
本的な経済活動は農業である。村長によると、世帯主の主な職業は農業であるが、他に公務員








教員の数は 30 人で、小・中学校教育も実施されている。村の子供たちはおよそ 3.5 キロメー
トル離れている学校に通っている。また、病院やクリニックがなく、消防局は村から約 12 キ
ロメートル離れている。公的や保健所は約 2 キロメートル離れているところに一軒、交番は約












Union of Myanmar. Ministry of Construction. Department of Human Settlement and Housing Development. [6]




表 2-1 はユアテェイ村・調査対象世帯における回答者の年齢構成、表 2-2 は世帯の家族人数、
表 2-3 は世帯の子供人数を示している。本調査では、回答者は各世帯の世帯主であるが、世
帯主不在の場合は各世帯から家族 1 名を任意で選んでもらった。回答者のうち男性が 71 人、
女性が 29 人であり、表 2-1 によると、農家世帯では 60 歳までの回答者が 86.0％、非農業従事
世帯では 100.0% を占めている。表 2-2 を見ると、農家世帯では家族人数が 2 人以下の世帯が
2.0%、非農業従事世帯では 0.0% と最も少なく、3 人から 5 人の家族構成が農家世帯で 42.0%、
非農業従事世帯で 66.0%、6 人以上の家族構成が農家世帯では 56.0%、非農業従事世帯では
32.0% を占めている。表 2-3 の子供人数を見ると、農家世帯では 2 人以下の子供がいる世帯が
最も多く 42.0％を占め、非農業従事世帯も同様に 54.0％を占めている。表 2-2 と表 2-3 からユア
テェイ村では農家世帯では、2 人以下の子供を持つ世帯と家族人数が 6 人以上の世帯が全世帯






20 ～ 30 10（20.0%） 15（30.0%）
31 ～ 40 9（18.0%） 15（30.0%）
41 ～ 50 11（22.0%） 13（26.0%）
51 ～ 60 13（26.0%） 7（14.0%）





2 人以下 1（  2.0%） 0（  0.0%）
3 人～ 5 人 21（42.0%） 33（66.0%）






2 人以下 21（42.0%） 27（54.0%）
3 人～ 5 人 13（26.0%） 9（18.0%）






















回答者 配偶者 回答者 配偶者
人 人 人 人
教育なし 0（  0.0%） 1（  2.0%） 0（  0.0%） 1（  2.0%）
小学校卒業 14（28.0%） 15（30.0%） 13（26.0%） 5（10.0%）
中学校卒業 26（52.0%） 19（38.0%） 22（44.0%） 21（42.0%）
高等学校卒業 9（18.0%） 4（  8.0%） 12（24.0%） 9（18.0%）
大学卒業 1（  2.0%） 0（  0.0%） 3（  6.0%） 4（  8.0%）
大学院卒業 0（  0.0%） 0（  0.0%） 0（  0.0%） 0（  0.0%）
無回答 0（  0.0%） 11（22.0%） 0（  0.0%） 10（20.0%）
２－３. 農地所有と収穫状況
表 2-5 はユアテェイ村・調査対象世帯における農地の広さ、表 2-6 は年間雨期作米の収穫状
況を示している。まず、表 2-5 によると、1 ～ 5 エーカー未満を所有する農家が 34.0％を占め
ており、続いて 5 ～ 15 エーカー未満を所有する農家は全体の 46.8% を占めている 1。Ministry 
of National Planning and Economic Development（1995）によると、1993 年度ミャンマーの農家
総戸数 443.5 万戸のうち、5 エーカー未満の農地所有者が 274.5 万戸（61.9%）、5 エーカーから
10 エーカー未満の農地所有者が 110 万戸（24.8%）を占め、農家一戸当たりの平均農地は 5.5





米を栽培できるような取り組みが実施されている。米作は主に雨季（5 月～ 9 月まで）に行わ
れ、雨期作米（wet-season rice crop）が主要な稲作であるが、筆者によるデルタ地帯の農村調
査では、雨期作米の他に乾期作米（summer season rice crop）が確実に行われ、二期作が推進
筆者の調査により作成
（6） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 21 巻　第 1 号　（通巻 41 号）― 6 ―
（6）
されていることが確認できた [8]。本調査では、乾期作米を作付する農家が僅か 1 世帯のみで、
雨期作米の他に豆類、とうもろこし、ゴマ等が栽培されている。
表 2-6 を見ると、年間雨期作米がティン以下の農家が 12.8% を占め、100 ～ 500 ティン未満
を生産している世帯が最も多く 63.8% を占めている 2。調査対象世帯の平均収穫量（一世帯当
たり）は 337 ティン、合計収穫量は 1 万 5,835 ティンであり、米の種類によって価格が異なる
が、主要生産米はマノツカやシュエトエヤインであることから、単純に計算すると、雨期作米
の年間生産合計額は約 4,750 万チャット（約 4 万 8,400 ドル）である 3。筆者によるデルタ地帯
の農村調査では、平均農地は 7.2 エーカー、平均収穫量（一世帯当たり）は 294 ティンである
ことから、ユアテェイ村のほうが生産性が高いと考えられる。しかしながらその一方で、デル









1 ～ 5 未満 16（34.0%） 100 以下 6（12.8%）
5 ～ 15 未満 22（46.8%） 100 ～ 500 未満 30（63.8%）
15 ～ 20 9（19.1%） 500 ～ 1,000 未満 8（17.0%）
1,000 ～ 1,200 3（  6.4%）
２- ４. 稲作支出と収入状況
表 2-7 はユアテェイ村・調査対象世帯における年間稲作の支出、表 2-8 は年間稲作の収入を示
している。年間稲作の支出には、種苗費、肥料・農薬費、燃料費が含まれている 4。ユアテェ
イ村では、前述したように、稲作のほかに、豆類、とうもろこし、ゴマ等が栽培されている
ため、稲作の収入は世帯収入の一部である。まず、表 2-7 を見ると、年間稲作の支出が 100 万
チャットから 150 万チャット未満の世帯が約 3 割を占め、次に 10 万チャットから 50 万チャット
未満の世帯と 50 万チャットから 100 万チャット未満の世帯が全体の約半分を占めている。年間





















る他、推定では、8 割の農家は農業からの純利益が少なく、行政や NGO からの融資を農業だ
けでなく、生活費に充てざるを得ないような状況になっている。
では次に、年間稲作の収入を見てみよう。表 2-8 によると、50 万チャット未満の世帯が最も
多く 40.4% を占め、次に 50 万チャットから 100 万チャット未満の世帯が 19.1%、100 万チャッ
トから 150 万チャット未満の世帯が 17.0% を占めている。 年間稲作の収入の平均は 102 万
チャットであり、平均支出額よりも低くなっている。最後に、現在の一ヶ月当たりの世帯収入
（稲作と他の作物からの収入）を見ると、10 万チャット未満の世帯が 8.0%、10 万チャットか
ら 30 万チャット未満の世帯が 54.0%、30 万チャットから 50 万チャット未満の世帯が 24.0%、
50 万チャットから 70 万チャット未満の世帯が 8.0%、70 万チャットから 170 万チャット未満の









10 万～ 50 万未満 11（23.4%） 50 万未満 19（40.4%）
50 万～ 100 万未満 11（23.4%） 50 万～ 100 万未満 9（19.1%）
100 万～ 150 万未満 14（29.8%） 100 万～ 150 万未満 8（17.0%）
150 万～ 200 万未満 2（  4.3%） 150 万～ 200 万未満 5（10.6%）
200 万～ 250 万未満 4（  8.5%） 200 万～ 250 万未満 2（  4.3%）
250 万～ 300 万 5（10.6%） 250 万～ 350 万 4（  8.5%）
表 2-9：現在の一ヶ月当たりの世帯収入
年間支出 世帯
10 万未満 4（  8.0%）
10 万～ 30 万未満 27（54.0%）
30 万～ 50 万未満 12（24.0%）
50 万～ 70 万未満 4（  8.0%）






（8） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 21 巻　第 1 号　（通巻 41 号）― 8 ―
（8）
２ー５. 非農業従事世帯の職業ステータス
表 2-10 は非農業従事世帯の職業、表 2-11 は非農業従事世帯の職種を示している。表 2-10 と




















看護士 1（  2.0%）
小売業 9（18.0%）
飲食店 2（  4.0%）




表 2-12 は一ヶ月当たりの世帯食糧費、表 2-13 は一ヶ月当たりの世帯総支出額を示してい
る。まず、表 2-12 によると、農家の食費は 5 万チャットから 10 万チャット未満が最も多く
（42.0%）、続いて 10 万チャットから 15 万チャット未満が 36.0％を占めている。非農業従事世
帯の食費は農家と同様に 5 万チャットから 10 万チャット未満が最も多く 66.0% を占め、続い
て 10 万チャットから 15 万チャット未満の世帯と 15 万チャットから 20 万チャット未満の世帯
が 12.0％を占めている。同居している平均家族人数を見ると、農家世帯が 5.8 人、非農業従事







従事世帯が 9 万 1,170 チャットであることから、食費にはそれほど差がないことが分かる。次
に、表 2-13 によると、農家の総支出は 10 万チャットから 30 万チャット未満が 66.0% を占め、
続いて 30 万チャットから 50 万チャット未満が 16.0% を占めている。非農業従事世帯の総支出
も同様に 10 万チャットから 30 万チャット未満が最も多く 77.6% を占めている。一ヶ月当たり
の平均世帯総支出額を見ると、農家が 20 万 5,380 チャット、非農業従事世帯が 18 万 520 チャッ
トと食糧費と同様にそれほど差がないことが分かる。
では、世帯総支出状況から貧困の実態を推定してみよう。表 2-14 は世帯支出から見る貧
困状況を示している。貧困ラインは Ministry of National Planning and Economic Development 
（2009-2010）による「ミャンマーの貧困プロフィール」で設定した貧困ラインに基づいてお
り、一人当たりの総支出（一ヶ月当たり）が 3 万 1,345 チャット未満を貧困ラインとして設定
している [10]。表 2-14 によると、一人当たりの総支出（一ヶ月当たり）が 3 万 1,345 チャット
を下回る世帯が農家では 25 世帯（50.0%）、非農家従事世帯では 20 世帯（40.8%）であり、人








食費 農家 非農業従事世帯 総支出 農家 非農業従事世帯
チャット 世帯 世帯 チャット 世帯 世帯
5 万未満 0（  0.0%） 2（  4.0%） 10 万未満 7（14.0%） 6（12.2%）
5 万～ 10 万未満 21（42.0%） 33（66.0%） 10 万～ 30 万未満 33（66.0%） 38（77.6%）
10 万～ 15 万未満 18（36.0%） 6（12.0%） 30 万～ 50 万未満 8（16.0%） 3（  6.1%）
15 万～ 20 万未満 7（14.0%） 6（12.0%） 50 万～ 70 万 2（  4.0%） 2（  4.1%）














注：2014 年月 1 日、現在の為替レートである 1 ドル 950 チャットで算出した。
非農業従事者の回答は 49 世帯である。筆者の調査により作成
（10） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 21 巻　第 1 号　（通巻 41 号）― 10 ―
（10）
２ー７. 借金と融資・貯蓄状況
表 2-15 はユアテェイ村・調査対象世帯における借金の有無状況、表 2-16 は借金額を示して
いる。表 2-15 によると、借金有の世帯は農家が 22.0%、非農業従事世帯が 34.0% を占めてい
る。農家のうち 10 万チャットから 15 万チャット未満の借金有の世帯と 20 万チャットから 30
万チャット未満の借金有の世帯が全体の 9 割を占めている。非農業従事世帯では、10 万チャッ
トから 15 万チャット未満の借金有の世帯と 20 万チャットから 30 万チャット未満の借金有の
世帯が全体の 8 割程度を占めている。
借金形態を見ると、農家・非農業従事世帯の借金は高利率で個人的に行われるインフォーマ
ル的なクレジットであり、月率が 10.0% から 30.0% である。農家世帯における借金は農業が 2
割を占め、生活費と医療費が 8 割を占めている。非農業従事世帯おける借金は商売が 2 割を占
め生活費、教育費、医療費が 8 割を占めている。また、融資状況では、農家世帯で融資（イン
フォーマル的なクレジット）を行っている世帯が 2.0%、非農業従事世帯では 4.0% を占め、そ
の額は 10 万チャットから 30 万チャットである。加えて、農家世帯では貯金有と答えた世帯が
24.0%、非農業従事世帯では、18.0% を占め、その額は 1 万チャットから 10 万チャットである。
表 2-15：借金の有無状況　　　　　　　　　　　　　　  表 2-16：借金額
借金の有無
農家 非農業従事世帯 借金額 農家 非農業従事世帯
世帯 世帯 チャット 世帯 世帯
借金有 11（22.0%） 17（34.0%） 10 万～ 15 万未満 5（45.5%） 7（41.2%）
借金無 39（78.0%） 33（66.0%） 15 万～ 20 万未満 1（  9.1%） 2（11.8%）
20 万～ 30 万 5（45.5%） 8（47.1%）
２ー８．現在直面している悩み

























職の不安定 4（  8.0%） 5（10.0%）
医療費 20（40.0%） 14（28.0%）
教育費 8（16.0%） 8（16.0%）
交通費 2（  4.0%） 2（  4.0%）
電気・水不足 32（64.0%） 40（80.0%）




配電が 76.0%、バッテリーやロウソクが 30.0% を占めている。各世帯の電気利用状況、水道の
アクセス状況は複数回答可となっている。非農業従事世帯では発電機によるインフォーマル的
な配電が 88.0%、バッテリーやロウソクが 10.0% を占めている。村で普及しているバッテリー
は充電式であり、バッテリー屋の一回の充電で費用はおよそ 500 チャットから 1,000 チャット
であり、テレビや蛍光灯が使用できる。ロウソクは 10 本入りのパックで 200 チャットから 300
チャットであり、テレビや蛍光灯を使用しない世帯では多く使われている。農家ではテレビ所
有が 56.0%、ラジオ所有が 60.0%、ビデオプレイヤーや DVD プレイヤー所有が 28.0% を占め、









電力消費 農家 非農業従事世帯 飲み水 農家 非農業従事世帯 生活用水 農家 非農業従事世帯
世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 世帯
電気 0（0.0%） 0（0.0%） 上水道 0（0.0%） 0（0.0%） 上水道 0（0.0%） 0（0.0%）
発電機 38（76.0%） 44（88.0%） 井戸 50（100.0%） 47（94.0%） 井戸 50（100.0%） 50（100.0%）
バッテリー 10（20.0%） 3（6.0%） 池、川 0（0.0%） 0（0.0%） 池、川 0（0.0%） 0（0.0%）
ロウソク 5（10.0%） 2（4.0%） 購入 0（0.0%） 3（6.0%） 購入 0（0.0%） 0（0.0%）
注：複数回答である。筆者の調査により作成
注：複数回答になっている。筆者の調査により作成




全てが自家を所有しており、表 2-19 によると、農家ではレンガ / 木造建築が 30.0%、茅葺住宅
が 70.0%、非農業従事世帯ではレンガ / 木造建築が 16.0%、茅葺住宅が 84.0% と茅葺住宅が圧
倒的に多く占めている。ミャンマーの農村地域の住宅構造は、基本レンガ建築（1 階がレンガ
建設で 2 階が木造建設のことであり、レンガ建設より比較的費用が低い）、木造建築（木、コ












レンガ / 木造建築 15（30.0%） 8（16.0%）
茅葺き住宅 35（70.0%） 42（84.0%）
２ー 11. 母子保健状況
表 2-20 はユアテェイ村・調査対象世帯の母子保健状況を示している。表 2-20 によると、農





回数が決まっていることではなく、医師あるいは助産婦による診査を出産までに 1 回から 2 回
受けた程度である。また、農家では流産を経験した世帯がなく、非農業従事世帯では 4.0%、
病院・クリニックで出産した世帯は農家と非農業従事世帯ともに 10.0% であった。助産婦のも
とでの自宅出産は、農家では 24.0%、非農業従事世帯では 54.0% を占め、産婆の介助による自
宅出産は、農家では 46.0%、非農業従事世帯では 18.0% を占めている。農家及び非農業従事世
帯ともに自宅出産が圧倒的に多く、Ministry of Immigration and Population （2007）によると、













1 歳未満乳児の死亡があった 0（  0.0%） 3（  6.0%）
5 歳未満幼児の下痢症状があった 0（  0.0%） 0（  0.0%）
妊娠中に定期健診を受けた 6（12.0%） 4（  8.0%）














計収穫量は 1 万 5,835 ティンであり、単純に計算すると、雨期作米の年間生産合計額は約 4,750
万チャット（約 4 万 8,400 ドル）である。筆者によるデルタ地帯の農村調査では、平均農地は
7.2 エーカー、平均収穫量（一世帯当たり）は 294 ティンであることから、ユアテェイ村のほ
うが生産性が高い。しかしながらその一方で、筆者によるデルタ地帯の農村調査では、雨期作



















り）が貧困ライン（３万 1,345 チャット）を下回る世帯が農家では 25 世帯（50.0%）、非農家従
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